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Ⅰ
は
じ
め
に

　

平
成
二
四
年
の
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」

に
よ
る
と
、
介
護
従
事
者
の
約
五
割
を
六
〇

歳
以
上
が
占
め
、
雇
用
者
は
全
介
護
従
事
者

の
三
七
％
を
占
め
て
い
る
。
年
齢
別
に
み
る

と
全
介
護
従
事
者
の
う
ち
四
〇
歳
か
ら
五
九

歳
ま
で
の
雇
用
者
は
約
四
分
の
一
強
で
、
こ

れ
を
男
女
別
に
み
る
と
男
性
雇
用
者
は
一

〇
・
一
％
、
女
性
雇
用
者
は
一
五
・
八
％
で

あ
る
。
二
〇
二
五
年
に
団
塊
世
代
が
七
〇
代

後
半
に
な
る
が
、
現
時
点
で
七
五
歳
以
降
の

三
割
以
上
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
で
あ
る

こ
と
、
今
後
介
護
に
従
事
す
る
で
あ
ろ
う
世

代
は
兄
弟
姉
妹
が
少
な
く
独
身
者
も
少
な
く

な
い
こ
と
、
共
働
き
が
多
い
こ
と
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
企
業
は
六
〇
歳
以
上

の
従
業
員
を
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
継
続
雇

用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
医
療
の
進
歩
に

よ
り
介
護
期
間
が
長
期
化
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
仕
事
と
介
護
の

両
立
に
直
面
す
る
雇
用
者
数
は
増
加
す
る
と

と
も
に
、
従
業
員
は
長
期
に
渡
り
仕
事
と
介

護
を
両
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
企
業
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
従
業
員
の
仕

事
と
介
護
の
両
立
支
援
が
大
き
な
問
題
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
従
業
員
の
仕
事
と
介
護
の
両
立

に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
す
で
に
超
高
齢
社

会
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
活
発
に
進
め
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
で
も
多

く
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

E
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（
二

〇
一
一
）（
１
）
は
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
問

題
は
当
該
課
題
に
直
面
す
る
従
業
員
の
年
齢

的
問
題
か
ら
継
続
就
業
意
欲
や
労
働
意
欲
が

低
下
す
る
傾
向
が
強
く
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
と
は
異
な
る
問
題
が
あ
る
と
指
摘
す
る

と
共
に
、
企
業
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を

高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
期

待
役
割
に
沿
っ
た
業
務
付
与
や
時
間
で
な
く

成
果
で
評
価
す
る
な
ど
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
向
上
の
施
策
を
実
施
し

て
い
る
。
二
〇
代
か
ら
三
〇
代
の
子
育
て
層

に
比
べ
、
四
〇
代
後
半
以
降
の
従
業
員
は
一

般
的
に
組
織
で
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
を
描
き
に

く
く
労
働
意
欲
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る

（
２
）。
そ
こ
に
介
護
問
題
が
生
じ
た
場
合
、

労
働
意
欲
や
業
務
貢
献
意
識
が
さ
ら
に
低
下

す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
わ
が
国
で
は
二
〇
一
四
年
に
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
今
後
は
原
則
的
に

在
宅
介
護
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、

介
護
従
事
者
の
負
荷
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

す
可
能
性
が
あ
る（
３
）。
企
業
は
厳
し
さ
が

増
す
市
場
の
中
で
組
織
を
持
続
的
に
発
展
さ

せ
な
が
ら
、
介
護
に
従
事
す
る
従
業
員
に
も

能
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
仕
事
と
介

護
の
両
立
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で

は
在
宅
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
従
業
員
の
働

き
方
と
介
護
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

当
該
社
員
が
業
務
遂
行
意
識
や
能
力
開
発
意

欲
を
持
ち
な
が
ら
継
続
就
業
し
て
い
く
た
め

に
企
業
は
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
。
使
用
す
る
デ
ー
タ
は
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
が
二
〇
一
四
年
度
に
実
施

し
た「
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
関
す
る
調
査
」

の
個
票
で
あ
る
。
分
析
対
象
は
、
①
現
在
介

護
を
し
て
お
り
、
②
介
護
開
始
時
か
ら
現
在

ま
で
同
一
の
勤
め
先
で
働
く
、
③
正
規
従
業

員
に
限
定
す
る
。
さ
ら
に
、
在
宅
介
護
は
介

護
施
設
で
の
介
護
に
比
べ
介
護
従
事
者
の
負

担
も
大
き
く
、離
職
傾
向
が
強
い
。し
た
が
っ

て
、
④
在
宅
介
護
者
で
あ
る
こ
と
も
条
件
に

加
え
る
。
ま
た
、
介
護
の
条
件
を
で
き
る
だ

け
同
一
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
⑤
介
護
保

険
法
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
四
月
以
降

に
介
護
を
開
始
し
た
者
で
あ
る
こ
と
も
加
味

す
る
。
以
上
①
～
⑤
の
条
件
に
該
当
す
る
対

象
者
は
三
六
〇
名
で
あ
る
。

　

分
析
対
象
者
の
属
性
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
男
女
別
で
は
男
性
が
二
一
五

名
（
五
九
・
七
％
）、
女
性
が
一
四
五
名
（
四

〇
・
三
％
）
で
あ
る
。
年
齢
は
、
五
〇
代
が

五
三
・
三
％
、
四
〇
代
が
二
五
・
〇
％
、
三

〇
代
が
六
・
一
％
で
、
平
均
年
齢
は
四
七
・

一
歳
で
あ
る
。
職
種
は
、「
事
務
職
」（
三
三
・

九
％
）が
最
も
多
く
、「
専
門
・
技
術
的
職
業
」

（
一
六
・
一
％
）、「
生
産
工
程
従
事
者
」（
一
二
・

二
％
）、「
管
理
的
職
業
」（
一
〇
・
三
％
）、「
営

業
・
販
売
職
」（
九
・
七
％
）、「
サ
ー
ビ
ス
職
」

（
七
・
五
％
）
と
続
く
。
役
職
別
で
は
、「
役

職
な
し
」
が
四
九
・
〇
％
と
約
半
数
を
占
め
、

「
課
長
よ
り
下
の
役
職
」
が
二
六
・
七
％
、

管
理
職
以
上
の
役
職
者
は
二
四
・
三
％
で
あ

る（
４
）。

Ⅱ
在
宅
介
護
を
す
る
従
業

員
の
仕
事
と
介
護
の
両

立
状
況

１ 

在
宅
介
護
従
事
者
の
働
き
方

　

ま
ず
、
回
答
者
の
現
在
の
働
き
方
を
見
て

み
る
。
週
労
働
時
間
の
平
均
値
は
四
二
・
九

時
間
で
、
週
の
労
働
時
間
数
（
休
日
出
勤
や

残
業
時
間
を
含
む
）は「
三
六
～
四
〇
時
間
」

の
割
合
が
五
一
・
七
％
と
最
も
高
い
。
週
五

い
か
に
企
業
は
従
業
員
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
両
者
を
実
現
さ
せ
る
の
か

学
習
院
大
学
特
別
客
員
教
授
　
松 

原
　
光 

代
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一
時
間
以
上
就
労
し
て
い
る
者
（
全
体
）
は

一
二
・
五
％
で
あ
る
が
、
男
性
は
一
八
・
一
％

と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

働
き
方
を
み
る
と
、
労
働
時
間
や
場
所
の

柔
軟
性
を
高
め
る
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て

い
る
者
は
少
な
く
、
七
五
・
一
％
（
男
性
七

八
・
一
％
、
女
性
七
一
・
五
％
）
が
い
ず
れ

の
制
度
も
利
用
し
て
い
な
い
。
最
も
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
で

も
九
・
七
％
（
男
性
九
・
八
％
、

女
性
九
・
七
％
）
と
一
割
に

も
満
た
な
い
。
在
宅
介
護
を

し
て
い
て
も
、
働
き
方
を
変

え
な
い
ま
ま
仕
事
と
介
護
を

両
立
す
る
者
が
多
い
と
い
え

る
。

２ 

介
護
の
状
況

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
回
答

者
の
介
護
状
況
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、
要
介
護
者
の
状
況
を

見
て
み
る
。
平
均
的
な
介
護

年
数
は
五
年
二
カ
月
で
、
最

も
短
い
ケ
ー
ス
は
一
カ
月
弱

（
一
・
九
％
）
で
あ
る
が
、

一
〇
年
以
上
介
護
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
六
・
四
％
あ
る
。

要
介
護
者
の
介
助
の
程
度
は

「
一
部
に
つ
い
て
手
助
け
が

必
要
」
が
四
五
・
三
％
、「
か

な
り
手
助
け
が
必
要
」
が
三

〇
・
〇
％
、「
全
面
的
に
手
助

け
が
必
要
」
が
一
六
・
九
％

で
あ
る
。
ま
た
、
要
介
護
者

が
認
知
症
で
あ
る
割
合
は
五

七
・
五
％
で
あ
る
。
な
お
、

本
回
答
者
が
主
た
る
介
護
従

事
者
で
あ
る
割
合
は
四
七
・

五
％
で
あ
る
。

　

介
護
時
間
を
み
る
と
、
仕

事
が
あ
る
日
は
「
三
〇
分
未

満
」
が
三
六
・
八
％
（
男
性

三
九
・
一
％
、
女
性
三
三
・

三
％
）
と
最
も
多
い
が
、
一

日
の
介
護
時
間
が
二
時
間
以
上
に
及
ぶ
者
も

二
二
・
三
％
（
男
性
一
七
・
八
％
、
女
性
二

九
・
二
％
）
あ
る
（
図
２
）。

　

そ
の
介
護
が
行
わ
れ
て
い
る
時
間
帯
や
介

護
に
あ
た
る
対
象
を
見
た
も
の
が
表
１
で
あ

る
。
早
朝
に
介
護
を
し
て
い
る
者
は
曜
日
に

関
わ
ら
ず
六
割
前
後
あ
り
、
平
日
で
は
男
性

も
五
割
程
度
は
介
護
を
し
て
い
る
（
表
１

②
）。
平
日
の
午
前
中
は
男
性
で
一
割
強
、

女
性
で
は
二
割
か
ら
三
割
が
介
護
に
従
事
し

て
お
り
、
週
末
は
三
割
か
ら
四
割
程
度
と
そ

の
割
合
が
高
ま
る
（
表
１
③
）。
午
後
は
そ

の
割
合
が
若
干
減
り
、
平
日
で
は
女
性
で
二

割
前
後
あ
る
も
の
の
、
男
性
は
一
割
弱
と

な
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
回
答
者
の

多
く
は
通
常
勤
務
の
ま
ま
仕
事
と
介
護
を
両

立
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
平
日
の

午
前
や
午
後
は
回
答
者
以
外
の
誰
か
が
要
介

護
者
の
介
護
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
解
を
示
す
も
の
が
表
１
⑦
～
⑩
で
あ
り
、

回
答
者
と
同
居
す
る
介
護
者
に
誰
が
介
護
を

し
て
い
る
の
か
が
分
か
る
。
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
平
日
の
各
曜
日
と
も
四
割
前
後
か

ら
五
割
程
度
の
利
用
が
あ
り
、
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
五
割
弱
の
利
用
が
あ

る
（
表
１
⑦
、
⑧
）。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
週
一
～
二
回
程
度
の
割

合
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

こ
れ
に
加
え
、
同
居
家
族
に
よ
る
介
護
が
曜

日
に
関
わ
ら
ず
七
割
前
後
あ
る
ほ
か
、
別
居

の
家
族
・
親
戚
に
よ
る
介
護
も
各
曜
日
と
も

五
割
前
後
か
ら
六
割
程
度
あ
る
（
表
１
⑨
、

⑩
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
平
日
の
昼
間

に
は
回
答
者
は
介
護
か
ら
離
れ
て
仕
事
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
居
す
る
家
族
や
別

居
の
家
族
・
親
戚
、
さ
ら
に
は
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
要
介
護
者
を
介
護
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

図２　仕事がある日の平均的な介護時間

図１　回答者の週の平均就労時間
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し
か
し
、
夜
間
（
一
七
時
～
二
二
時
）
に

つ
い
て
み
る
と
、
平
日
の
各
曜
日
と
も
回
答

者
の
四
割
前
後
が
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
深
夜
（
二
二
時
～
翌
五
時
）
で
は
男

性
で
四
割
弱
、
女
性
で
五
割
か
ら
六
割
が
介

護
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
表
１

⑤
、
⑥
）。
ま
た
、
週
末
は
、
外
部
の
社
会

的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
割
合
が
減
る
分
、

回
答
者
が
午
前
、
午
後
、
夜
間
、
深
夜
と
も

積
極
的
に
介
護
を
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

特
に
、
女
性
は
週
末
も
夜
間
や
深
夜
の
時
間

帯
に
五
割
か
ら
七
割
が
介
護
に
従
事
し
て
い

る
。

３  

組
織
貢
献
に
関
連
す
る 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況

　

冒
頭
紹
介
し
た
と
お
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
企

業
で
は
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
従
業
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
、
前
述
の
よ
う
な
仕
事
と
介
護
の
両
立
状

態
に
あ
る
わ
が
国
の
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
介
護
に
関
わ
っ
て
い
る
か
否
か
に
関

わ
ら
ず
、
四
〇
代
以
降
の
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
は
企
業
の
人
事
管
理
上

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
考
察
す
る
在
宅
介
護
従
事
者
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
必
ず
し
も
介
護
と
直
接

的
に
関
連
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

表１　回答者の介護に従事している曜日・時間帯
① あなたが仕事をしている曜日

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている

全体 360 73.3% 74.4% 74.2% 73.3% 74.7% 23.6% 10.8% 22.2%
男　性 215 69.8% 71.2% 69.3% 69.3% 70.7% 25.6% 13.5% 27.9%
女　性 145 78.6% 79.3% 81.4% 79.3% 80.7% 20.7% 6.9% 13.8%

② 早朝（5時～9時）

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 131 60.3% 57.3% 59.5% 56.5% 55.7% 57.3% 55.7% 34.4% 57.9% 56.5%
男　性 69 56.5% 53.6% 53.6% 52.2% 50.7% 56.5% 55.1% 39.1% 53.3% 55.8%
女　性 62 64.5% 61.3% 66.1% 61.3% 61.3% 58.1% 56.5% 29.0% 62.9% 57.3%

③ 午前（9時～12時）

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 74 21.6% 20.3% 16.2% 18.9% 16.2% 33.8% 35.1% 44.6% 18.6% 34.5%
男　性 52 19.2% 13.5% 13.5% 11.5% 13.5% 32.7% 30.8% 51.9% 14.2% 31.7%
女　性 22 27.3% 36.4% 22.7% 36.4% 22.7% 36.4% 45.5% 27.3% 29.1% 40.9%

④ 午後（12時～17時）

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 102 10.8% 13.7% 13.7% 11.8% 10.8% 34.3% 35.3% 51.0% 12.2% 34.8%
男　性 61 6.6% 8.2% 8.2% 9.8% 6.6% 23.0% 21.3% 65.6% 7.9% 22.1%
女　性 41 17.1% 22.0% 22.0% 14.6% 17.1% 51.2% 56.1% 29.3% 18.5% 53.7%

⑤ 夜間（17時～22時）

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 229 38.4% 38.4% 38.4% 37.6% 42.4% 48.9% 47.2% 45.0% 39.0% 48.0%
男　性 126 31.0% 33.3% 31.7% 31.0% 35.7% 46.8% 41.3% 51.6% 32.5% 44.0%
女　性 103 47.6% 44.7% 46.6% 45.6% 50.5% 51.5% 54.4% 36.9% 47.0% 52.9%

⑥ 深夜（22時～翌5時）

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 99 42.4% 41.4% 45.5% 43.4% 45.5% 55.6% 48.5% 39.4% 43.6% 52.0%
男　性 63 34.9% 34.9% 36.5% 38.1% 36.5% 44.4% 39.7% 49.2% 36.2% 42.1%
女　性 36 55.6% 52.8% 61.1% 52.8% 61.1% 75.0% 63.9% 22.2% 56.7% 69.4%

⑦ 訪問介護サービスを利用する曜日

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 138 49.3% 41.3% 50.7% 36.2% 51.4% 24.6% 18.8% 21.0% 45.8% 21.7%
男　性 78 48.7% 38.5% 46.2% 38.5% 46.2% 23.1% 21.8% 25.6% 43.6% 22.4%
女　性 60 50.0% 45.0% 56.7% 33.3% 58.3% 26.7% 15.0% 15.0% 48.7% 20.8%

⑧ 通所介護サービスを利用する曜日

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 212 46.7% 49.1% 42.9% 46.7% 49.1% 34.4% 15.1% 17.0% 46.9% 24.8%
男　性 123 45.5% 44.7% 41.5% 41.5% 52.8% 31.7% 16.3% 20.3% 45.2% 24.0%
女　性 89 48.3% 55.1% 44.9% 53.9% 43.8% 38.2% 13.5% 12.4% 49.2% 25.8%

⑨ 同居家族が介護する曜日

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 139 69.8% 69.8% 73.4% 68.3% 69.8% 70.5% 71.9% 29.5% 70.2% 71.2%
男　性 91 72.5% 71.4% 76.9% 71.4% 73.6% 72.5% 75.8% 25.3% 73.2% 74.2%
女　性 48 64.6% 66.7% 66.7% 62.5% 62.5% 66.7% 64.6% 37.5% 64.6% 65.6%

⑩ 別居の家族や親戚が介護する曜日

ｎ 月 火 水  木  金 土  日 不定期に
行っている 平日平均 週末平均

全体 74 51.4% 52.7% 56.8% 55.4% 55.4% 51.4% 48.6% 36.5% 54.3% 50.0%
男　性 45 55.6% 53.3% 55.6% 55.6% 57.8% 46.7% 44.4% 37.8% 55.6% 45.6%
女　性 29 44.8% 51.7% 58.6% 55.2% 51.7% 58.6% 55.2% 34.5% 52.4% 56.9%
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現
在
在
宅
介
護
と
仕
事

の
両
立
を
図
る
従
業
員

の
業
務
遂
行
意
識
と
労

働
意
欲
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
は
今
後
、
仕

事
と
介
護
の
両
立
を
し

な
が
ら
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

た
め
の
施
策
を
検
討
す

る
う
え
で
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
在
宅
介
護
者

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
み
て
み
る
こ
と

と
す
る
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
「
短
い

時
間
で
高
い
成
果
を
出

す
よ
う
心
が
け
て
い

る
」
と
「
仕
事
の
専
門

性
を
高
め
た
い
」
を
用

い
る
。

　

ま
ず
前
者
に
つ
い
て

年
齢
別
に
見
て
み
る

（
図
３-

１
）。
全
体
で

は
「
あ
て
は
ま
る
」
と

回
答
し
た
割
合
が
、
四

〇
代
で
二
六
・
七
％
、

五
〇
代
で
二
二
・
五
％

と
な
っ
て
お
り
、
高
年

齢
層
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
若
干
低
下
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
男
女
別
に
み
る
と
、

女
性
は「
あ
て
は
ま
る
」

が
四
〇
代
で
二
一
・

六
％
、五
〇
代
で
二
七
・

四
％
と
む
し
ろ
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
成
果
を

図３　回答者のモチベーション

21.4%

0.0%

0.0%

0.0%

55.2%

70.0%

17.5%

25.0%

5.8%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

計 (n=359)

20代 (n=20)

17.2% 56.9% 19.0% 6.9%30代 (n=58)

26.7% 48.9% 16.7% 7.8%40代 (n=90)

22.5% 56.0% 16.8% 4.7%50代 (n=191)

22.3% 53.5% 17.2% 7.0%計 (n=215)

75.0% 25.0% 0.0%20代 (n=8)

25.0% 44.4% 22.2% 8.3%30代 (n=36)

30.2% 43.4% 15.1% 11.3%40代 (n=53)

19.5% 59.3% 16.1% 5.1%50代 (n=118)

20.1% 57.6% 18.1% 4.2%計 (n=144)

66.7% 25.0% 8.3%20代 (n=12)

4.5% 77.3% 13.6% 4.5%30代 (n=22)

40 21.6% 56.8% 18.9% 2.7%代 (n=37)

27.4% 50.7% 17.8% 4.1%50代 (n=73)

１ 短い労働時間で高い成果を出すよう心がけている

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

0.0%

28.3% 45.3% 22.6% 3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21.4% 47.4% 24.7% 6.5%計 (n=359)

15.0% 35.0% 30.0% 20.0%20代 (n=20)

22.4% 50.0% 17.2% 10.3%30代 (n=58)

20.0% 44.4% 23.3% 12.2%40代 (n=90)

16.8% 44.5% 28.8% 9.9%50代 (n=191)

18.4% 44.8% 25.6% 11.1%計 (n=215)

50.0% 37.5% 12.5%20代 (n=8)

30.6% 52.8% 8.3% 8.3%30代 (n=36)

40代 (n=53)

16.9% 46.6% 29.7% 6.8%50代 (n=118)

13.9% 41.0% 27.1% 18.1%計 (n=144)

25.0% 25.0% 25.0% 25.0%20代 (n=12)

9.1% 45.5% 31.8% 13.6%30代 (n=22)

8.1% 43.2% 24.3% 24.3%40代 (n=37)

16.4% 41.1% 27.4% 15.1%50代 (n=73)

２ 仕事の専門性を高めたい

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

全体

男性

女性

全体

男性

女性
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出
す
こ
と
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
の
に
対
し
、

男
性
は
四
〇
代
で
三
〇
・
二
％
、
五
〇
代
で

は
一
九
・
五
％
と
一
〇
・
七
％
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。
定
年
ま
で
の
就
業
期
間
が
短

く
な
る
こ
と
と
介
護
問
題
に
直
面
す
る
こ
と

に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
を
描
く
こ
と
が
一

層
難
し
く
な
り
成
果
へ
の
こ
だ
わ
り
が
低
下

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
は
「
あ
て
は

ま
る
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
が
四
〇
代
で

二
〇
・
〇
％
、
五
〇
代
で
一
六
・
八
％
と
な
っ

て
い
る
（
図
３-

２
）。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も

男
女
別
で
明
確
な
違
い
が
出
て
い
る
。
女
性

は
四
〇
代
で
「
あ
て
は
ま
る
」
が
八
・
一
％
、

五
〇
代
で
一
六
・
四
％
と
約
二
倍
に
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、男
性
は
四
〇
代
で
二
八
・

三
％
と
約
三
割
の
人
が
「
あ
て
は
ま
る
」
と

回
答
し
て
い
る
が
、五
〇
代
で
は
一
六
・
九
％

と
一
一
・
四
％
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　

在
宅
介
護
を
す
る
女
性
従
業
員
に
比
べ
、

男
性
は
年
齢
層
が
高
い
ほ
ど
業
務
遂
行
意
識

や
能
力
開
発
意
欲
が
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
、
Ｅ
Ｕ
企
業
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況
が

日
本
企
業
で
も
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
た
と
い
え
る
。

Ⅲ
定
量
的
な
分
析

　

こ
こ
で
は
冒
頭
紹
介
し
た
デ
ー
タ
を
使
っ

て
、
先
に
紹
介
し
た
「
短
い
労
働
時
間
で
高

い
成
果
を
出
す
よ
う
心
が
け
て
い
る
」と「
仕

事
の
専
門
性
を
高
め
た
い
」
を
目
的
変
数
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
あ
て
は
ま
る
」

と
回
答
し
た
従
業
員
の
要
因
を
定
量
的
に
分

析
す
る
。
分
析
は
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
を
用
い
る
。

変
数
の
説
明

　

本
稿
で
は
、
従
業
員
が
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
仕
事
と
介
護
を
両
立

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
企
業
は
何
を
成

す
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
や
職
場
の
取
り
組
み
に

注
目
し
変
数
を
作
成
す
る
。
具
体
的
に
は
、

以
下
の
三
つ
を
取
り
上
げ
る
。

①
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
制
度
の
導
入
状
況

　

本
稿
の
分
析
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
て
い
る

調
査
で
は
、
回
答
者
に
仕
事
と
介
護
の
両
立

支
援
制
度
と
し
て
、「
有
給
ま
た
は
無
給
の
介

護
休
暇
」、「
一
日
の
所
定
労
働
時
間
を
短
く

す
る
短
時
間
勤
務
」、「
週
の
所
定
労
働
日
数

を
少
な
く
す
る
短
時
間
勤
務
」、「
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
」、「
始
業
・
終
業
時
間
の
繰
り
上

げ
・
繰
り
下
げ
（
時
差
出
勤
）」、「
残
業
や
休

日
労
働
の
免
除
」、「
在
宅
勤
務
」
と
い
っ
た

柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
な
制
度
が
あ
る
か
を

た
ず
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
が
あ
る
場

合
に
一
点
を
付
与
し
制
度
導
入
状
況
を
ポ
イ

ン
ト
化
し
た
（
七
点
満
点
）。
さ
ら
に
、
平

均
値
（
一
・
一
九
）
を
基
準
に
二
点
以
上
を

積
極
的
制
度
導
入
グ
ル
ー
プ
（
H
）、
一
点

以
下
を
非
積
極
的
制
度
導
入
グ
ル
ー
プ

（
L
）
に
分
け
た
。

②�

仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
の
環
境
整
備

状
況

　

同
変
数
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、「
勤
め
先

に
あ
る
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
」、「
介
護
保
険
制
度
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
勤
務

先
で
説
明
を
受
け
た
」、「
自
身
の
仕
事
と
介

護
の
両
立
に
つ
い
て
、勤
務
先
で
相
談
し
た
」

の
三
つ
に
つ
い
て
、回
答
者
が「
経
験
し
た
」

と
回
答
し
た
場
合
に
一
点
を
付
与
し
、
環
境

整
備
状
況
を
ポ
イ
ン
ト
化
す
る
こ
と
と
し
た

（
三
点
満
点
）。
さ
ら
に
、
平
均
値
（
〇
・

三
五
）
を
基
準
に
一
点
以
上
を
環
境
整
備
高

グ
ル
ー
プ
（
H
）、
〇
点
を
環
境
整
備
低
グ

ル
ー
プ
（
L
）
に
分
け
た
。

③
職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
状
況

　

本
分
析
で
は
、
介
護
開
始
当
時
の
上
司
に

つ
い
て
た
ず
ね
た
以
下
の
七
項
目
に
つ
い
て
、

回
答
者
が
経
験
し
た
場
合
に
一
点
を
付
与
し
、

職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
状
況
を
ポ
イ
ン
ト
化

し
た
（
七
点
満
点
）。
具
体
的
に
は
、「
今
後

の
働
き
方
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
思
や
希

望
を
確
認
し
た
」、「
勤
務
先
の
両
立
支
援
制

度
の
内
容
や
利
用
中
の
処
遇
（
評
価
、
目
標

設
定
な
ど
）
を
あ
な
た
に
説
明
し
た
」、「
担

当
業
務
の
量
や
内
容
に
つ
い
て
相
談
し
た
」、

「
職
場
の
同
僚
等
の
理
解
を
得
る
た
め
に
職

場
の
中
で
あ
な
た
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
に

つ
い
て
説
明
な
ど
を
行
っ
た
」、「
職
場
の
仕

事
の
進
め
方
（
人
員
配
置
を
含
む
）
や
働
き

方
に
つ
い
て
職
場
の
中
で
検
討
し
変
え
た
」、

「
代
替
・
補
充
要
員
の
確
保
に
つ
い
て
相
談

し
た
」、「
そ
の
他
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
平

均
値
（
〇
・
六
三
）
を
基
準
に
一
点
以
上
を

上
司
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
高
グ
ル
ー
プ
（
H
）、

〇
点
を
上
司
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
低
グ
ル
ー
プ

（
L
）
に
分
け
た
。

④
各
変
数
の
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合
わ
せ

　

以
上
①
～
③
の
そ
れ
ぞ
れ
二
グ
ル
ー
プ
を

組
み
合
わ
せ
、
八
つ
の
組
み
合
わ
せ
を
作
成

し
た
。
各
パ
タ
ー
ン
の
分
布
は
表
２
の
と
お

り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
変
数

と
し
て
推
計
式
に
投
入
し
分
析
す
る
。

　

な
お
、
統
制
変
数
と
し
て
性
別
、
年
齢
、

勤
め
先
の
企
業
規
模
や
回
答
者
の
現
在
の
役

職
、
職
種
、
学
歴
、
現
在
の
回
答
者
の
年
収
、

配
偶
者
や
兄
弟
姉
妹
の
有
無
、
介
護
年
数
、

平
日
の
就
業
時
間
や
介
護
時
間
を
用
い
て
い

る
。

表２　３分野を組み合わせた８パターンの分布

制度導入状況 環境整備状況 上司マネジメント 組み合わせ ｎ %

H

H
H H-H-H 44 12.2

L H-H-L 5 1.4

L
H H-L-H 13 3.6

L H-L-L 42 11.7

L

H
H L-H-H 42 11.7

L L-H-L 13 3.6

L
H L-L-H 32 8.9

L L-L-L 169 46.9

合計 360 100.0
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Ⅳ
推
計
結
果

　

分
析
結
果
を
示
し
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。

紙
面
の
制
約
か
ら
本
稿
で
は
前
述
の
説
明
変

数
（
三
分
野
を
組
み
合
わ
せ
た
八
つ
の
パ

タ
ー
ン
）
の
結
果
の
み

を
示
す
。
ま
ず
、「
短
い

時
間
で
高
い
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
」
の
結
果
（
推
計

式
１
）
を
み
る
。「H

_
H

_H

」、「H
_H

_L

」、

「H
_L

_H

」お
よ
び「L

_
H

_H

」
の
係
数
が
そ
れ

ぞ
れ
有
意
に
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
る
。
柔
軟
な

働
き
方
の
制
度
に
対
す

る
積
極
的
な
導
入
、
自

社
の
制
度
内
容
や
介
護

保
険
制
度
等
に
関
す
る

積
極
的
な
説
明
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
に
対
す

る
上
司
に
よ
る
積
極
的

支
援
の
い
ず
れ
か
二
つ

以
上
が
そ
ろ
う
こ
と
に

よ
り
、
在
宅
介
護
に
従

事
し
な
が
ら
も
成
果
に

こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
解
釈
で
き
る
。
三

つ
の
要
素
が
そ
ろ
う
こ

と
が
最
も
理
想
的
で
は

あ
る
が
、
企
業
の
規
模

に
よ
っ
て
制
度
の
導
入

で
は
な
く
運
用
で
対
応

す
る
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。
制
度
が
な
く
て

も
仕
事
と
介
護
を
両
立
で
き
る
よ
う
組
織
と

し
て
介
護
従
事
者
の
相
談
に
の
る
こ
と
や
介

護
保
険
制
度
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
適

切
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
職
場
と
し
て
仕

事
と
介
護
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
介
護
従
事
者
が
積
極
的
に
業
務
に
従
事

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、「
仕
事
の
専
門
性
を
高
め
た
い
」（
推

計
式
２
）
に
つ
い
て
は
、「H
_H

_H

」
の
み

が
有
意
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。
本
調
査
の
回

答
者
の
平
均
年
齢
が
四
七
・
一
歳
で
あ
る
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
仕
事
の
専
門
性
を
高
め

る
自
己
啓
発
意
欲
は
定
年
ま
で
の
就
業
期
間

が
短
い
こ
と
で
本
意
欲
は
低
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
働
き
方
の
柔
軟
性
を
高

め
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
企
業
と
職
場
の

両
面
か
ら
適
切
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
介
護
従
事
者
の
自
己
啓
発
意
欲
を
継
続

的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

Ⅴ
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
と
改
正
介
護

保
険
法
に
よ
り
在
宅
介
護
が
増
え
て
い
く
状

況
に
お
い
て
、
単
に
仕
事
と
介
護
を
両
立
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
従
事
者
で
あ
る
従

業
員
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
就

労
す
る
た
め
に
企
業
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
べ
き
か
を
現
在
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
従

業
員
を
対
象
に
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
一
に
、
同
居
す
る
要
介
護
者
が
い
る
従

業
員
は
、
平
日
の
日
中
は
家
族
や
親
族
、
さ

ら
に
は
外
部
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
週
一
～
二

回
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
と
介
護
を

両
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か

し
、
当
該
従
業
員
自
身
も
平
日
の
早
朝
や
夜

間
、
深
夜
な
ど
に
三
〇
分
か
ら
二
時
間
程
度

の
介
護
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
女
性
は
平

日
の
深
夜
介
護
の
割
合
が
五
～
六
割
程
度
あ

り
、
男
性
が
三
～
四
割
程
度
で
あ
る
の
に
比

べ
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
十
分
な
睡
眠

を
確
保
で
き
ず
疲
労
が
蓄
積
し
健
康
を
損
な

う
こ
と
、
さ
ら
に
は
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
落
ち
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
男
性
は
女
性
に
比

べ
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
低
下
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。
特
に
、
五
〇
代
の
男
性
の
専
門

性
向
上
意
欲
の
減
退
が
大
き
く
、
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
だ
と
い
え
る
。
日
本
企

業
に
は
基
本
給
の
一
部
を
年
齢
や
勤
続
年
数

に
基
づ
き
支
給
す
る
企
業
も
い
ま
だ
に
一
定

割
合
存
在
し
て
い
る
。
今
後
、
従
業
員
の
年

齢
が
高
ま
る
中
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い

高
年
齢
従
業
員
が
増
え
る
こ
と
は
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
コ
ス
ト
と
な
り
う
る
。

　

第
三
に
、
柔
軟
な
働
き
方
の
制
度
を
積
極

的
に
導
入
す
る
こ
と
、
仕
事
と
介
護
の
両
立

に
向
け
た
環
境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
、さ
ら
に
は
上
司
に
よ
る
職
場
・

仕
事
の
や
り
く
り
や
介
護
従
事
者
と
の
話
し

合
い
が
仕
事
と
介
護
を
両
立
し
な
が
ら
働
く

従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
企
業
に
よ
っ
て
は
組
織
と
し
て
制

度
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
、
職
場
で
の

対
応
、
つ
ま
り
現
場
の
管
理
職
の
役
割
が
重

要
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
推
進
す
る
よ
う
に
、

職
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
え
る
。

　

で
は
、
企
業
は
ど
の
よ
う
に
従
業
員
の
仕

事
と
介
護
の
両
立
を
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
研
修
等
で
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も
と
よ
り
、
企
業
は
職
場

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
有
す
る
人
材
を
見
極
め

て
登
用
・
配
置
し
て
い
く
こ
と
に
も
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

表３　介護従事者のモチベーションに影響する要因の分析（二項ロジスティック分析）

*** 1％水準で有意、　** 5％水準で有意、　* 10％水準で有意

推計式1 推計式2

短い時間で高い成果を出せるように
心がけている 仕事の専門性を高めたい

係数 Exp(B) 係数 Exp(B)

制度導入ｰ環境整備-上司マネジメントのパターン（基準=L_L_L)

H_H_H 0.906 * 2.475 0.977 * 2.657 

H_H_L 1.968 * 7.158 -0.728 1.761 

H_L_H 1.346 ** 3.842 -1.020 0.361 

H_L_L 0.549 1.732 0.550 1.734 

L_H_H 1.107 * 3.025 0.466 1.594 

L_H_L 0.343 1.409 0.883 2.417 

L_L_H 0.338 1.402 0.530 1.699 

定数 -3.149 ** 0.043 -4.843 *** 0.008 

サンプル数 359 359

χ2乗 43.455 55.097

―2対数尤度 329.789a 287.513a

Nagelkerke R2 乗 0.176 0.231
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次
に
、
将
来
的
に
職
場
構
成
員
の
年
齢
が

上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
彼
ら

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
は
企
業

経
営
に
お
い
て
極
め
て
重
要
に
な
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
働
き
な
が
ら
能
力
開
発
で
き
る

よ
う
、
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
わ
が
国
の
企
業
で
は
、
柔
軟

な
働
き
方
の
制
度
利
用
に
消
極
的
な
傾
向
が

あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
評
価
制
度
や
長
時
間

労
働
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
問

題
も
や
は
り
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
起
因
す

る
。
柔
軟
な
働
き
方
を
提
供
し
な
が
ら
部
下

の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
支
援
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・

向
上
を
実
現
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
こ
そ
、

組
織
の
持
続
的
発
展
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
い
。

〔
注
〕

１　

E
uropean Foundation for Im

provem
ent of L
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and W
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ondition 
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一
）、"C

om
pany 

Initiatives for W
orker w

ith C
are R

esponsibilities for 

D
isabled C

hildren or A
dults" 

な
お
、
本
文
献
の
日
本

語
に
よ
る
概
要
は
矢
島
（
二
〇
一
四
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

２　

S
chein.E

.H

（
一
九
七
八
）

３　

二
〇
一
四
年
度
に
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
層
の
推
進
」
と
し
て
、

原
則
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規
入
所
者
を
要
介
護

度
三
以
上
に
限
定
し
た
。
ま
た
、合
わ
せ
て「
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
支
え
合
い
）」「
参
加

型
社
会
保
障
」
を
掲
げ
、
介
護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
促
進
や
地
域
住
民
に
よ
る
支
え
合
い
を
促
進
さ

せ
、
住
宅
で
の
生
活
継
続
の
限
界
度
を
高
め
る
内
容
と

し
て
い
る
。

４　

本
稿
は
、
小
職
が
労
働
政
策
研
究
報
告
書
（
二
〇
一

五
）『
仕
事
と
介
護
の
両
立
』（
№
170
）内
で
執
筆
し
た「
第

四
章　

在
宅
介
護
と
仕
事
を
両
立
す
る
従
業
員
の
業
務

遂
行
意
識
や
能
力
開
発
意
欲
と
企
業
支
援
」
を
ベ
ー
ス

に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
報
告

書
を
参
照
願
い
た
い
。
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